
最近の交通死亡事故の特徴
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夜間の死亡事故の多くが反射材なし

死亡事故の多くが自宅から５００ｍ以内

歩行者の死亡事故の多くが道路横断中

９月７日、愛知県知事から本年５回目となる が発令されました。

秋は、行楽やスポーツなどで外出する機会が増え、人や車の
動きが活発になります。また秋は日没時刻が日増しに早くなる

ことから、運転者にとっては歩行者や自転車の動きが見えにく
くなります。さらに、夕暮れ時から夜間にかけては交通量が多
いこともあり、子どもや高齢者が交通事故にあう危険性が高ま
ります。そこで下記の運動を実践しましょう。

基本乗車姿勢・ブレーキング・直線狭路台・スラローム
など多くの課題を、悪戦苦闘しながら体験されました。
スクールを終えた参加者は「自分の技量や弱点がわか
り、とても参考になった」と汗を拭いながら笑顔で答えて
くれました。

９月１３日、愛知県警主催（江南警察署）のラ

イダースクールが白バイ隊の指導のもと、江南
自動車学校で行われました。
愛知県警ホームページ等で参加者募集をし

たところ、希望者が殺到！当日28名のライダー
が自慢のバイクにまたがり、

交通安全スリーＳ（ストップ・スロー・スマート）
暗い夜道はハイビーム走行（走行用前照灯）

前照灯の早目点灯（ライド＆ライト）


